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(57)【要約】
【課題】棚板の配置態様の自由度を有する棚を提供する
。
【解決手段】四角形の垂直板部１２と、垂直板部の下端
から後方に突出した下側水平板部１４と、垂直板部の上
下方向中間部から後方に突出した中間水平板部１６と、
垂直板部の上端から後方に突出した上側水平板部１８と
を具備し、下側水平板部と中間水平板部との間の距離が
前框の高さとほぼ等しく、中間水平板部と上側水平板部
との間の距離が棚板の厚さとほぼ等しい棚施工用部材１
０を用いる。そして、棚を施工するに当たり、下側水平
板部と中間水平板部との間に前框２４を挿入し、中間水
平板部と上側水平板部との間に棚板２６を構成する複数
の四角板材２５の前端部を挿入する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棚施工用部材と、前框と、棚板とを備えた棚であって、
　前記棚施工用部材は、四角形の垂直板部と、前記垂直板部の下端から後方に突出した下
側水平板部と、前記垂直板部の上下方向中間部から後方に突出した中間水平板部と、前記
垂直板部の上端から後方に突出した上側水平板部とを有し、前記下側水平板部と前記中間
水平板部との間の距離が前記前框の高さとほぼ等しく、前記中間水平板部と前記上側水平
板部との間の距離が前記棚板の厚さとほぼ等しいものであり、
　前記前框は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さとほぼ等しい四角板材からなるものであり、
　前記棚板は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さより短い複数の四角板材からなるものであり、
　前記下側水平板部と前記中間水平板部との間に前記前框が挿入され、前記中間水平板部
と前記上側水平板部との間に前記棚板の複数の四角板材の一部または全部の前端部が挿入
されていることを特徴とする棚。
【請求項２】
　前記棚板の各四角板材の横方向の長さＡと前記棚施工用部材の横方向の長さＢとの比Ａ
：Ｂは、Ａ：Ｂ＝１：２～１：１０の範囲にあり、かつ、前記棚板の複数の四角板材の横
方向の長さの合計Ｃと前記棚施工用部材の横方向の長さＢとの比Ｃ：Ｂは、Ｃ：Ｂ＝１：
０．５～１：１．５の範囲にあることを特徴とする請求項１に記載の棚。
【請求項３】
　前記棚施工用部材は、前記下側水平板部の後端に上方に突出した下側係止板が形成され
、前記垂直板部と前記下側係止板との間の距離が前框の厚さとほぼ等しく、前記垂直板部
と前記下側係止板との間に前框の下端部を挿入するものであることを特徴とする請求項１
または２に記載の棚。
【請求項４】
　前記棚施工用部材は、前記中間水平板部の後端に下方に突出した上側係止板が形成され
、前記垂直板部と前記上側係止板との間の距離が前框の厚さとほぼ等しく、前記垂直板部
と前記上側係止板との間に前框の上端部を挿入するものであることを特徴とする請求項１
～３のいずれか１項に記載の棚。
【請求項５】
　前記棚施工用部材は、不透明な合成樹脂により形成されていることを特徴とする請求項
１～４のいずれか１項に記載の棚。
【請求項６】
　棚施工用部材と、前框と、棚板とを備えた棚施工用セットであって、
　前記棚施工用部材は、四角形の垂直板部と、前記垂直板部の下端から後方に突出した下
側水平板部と、前記垂直板部の上下方向中間部から後方に突出した中間水平板部と、前記
垂直板部の上端から後方に突出した上側水平板部とを有し、前記下側水平板部と前記中間
水平板部との間の距離が前記前框の高さとほぼ等しく、前記中間水平板部と前記上側水平
板部との間の距離が前記棚板の厚さとほぼ等しいものであり、
　前記前框は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さとほぼ等しい四角板材からなるものであり、
　前記棚板は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さより短い複数の四角板材からなるものであり、
　前記下側水平板部と前記中間水平板部との間に前記前框を挿入し、前記中間水平板部と
前記上側水平板部との間に前記棚板の複数の四角板材の一部または全部の前端部を挿入す
ることを特徴とする棚施工用セット。
【請求項７】
　前記棚板の各四角板材の横方向の長さＡと前記棚施工用部材の横方向の長さＢとの比Ａ
：Ｂは、Ａ：Ｂ＝１：２～１：１０の範囲にあり、かつ、前記棚板の複数の四角板材の横
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方向の長さの合計Ｃと前記棚施工用部材の横方向の長さＢとの比Ｃ：Ｂは、Ｃ：Ｂ＝１：
０．５～１：１．５の範囲にあることを特徴とする請求項６に記載の棚施工用セット。
【請求項８】
　前記棚施工用部材は、前記下側水平板部の後端に上方に突出した下側係止板が形成され
、前記垂直板部と前記下側係止板との間の距離が前框の厚さとほぼ等しく、前記垂直板部
と前記下側係止板との間に前框の下端部を挿入するものであることを特徴とする請求項６
または７に記載の棚施工用セット。
【請求項９】
　前記棚施工用部材は、前記中間水平板部の後端に下方に突出した上側係止板が形成され
、前記垂直板部と前記上側係止板との間の距離が前框の厚さとほぼ等しく、前記垂直板部
と前記上側係止板との間に前框の上端部を挿入するものであることを特徴とする請求項６
～８のいずれか１項に記載の棚施工用セット。
【請求項１０】
　前記棚施工用部材は、不透明な合成樹脂により形成されていることを特徴とする請求項
６～９のいずれか１項に記載の棚施工用セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、押入やクロゼットの中段棚、枕棚などの棚およびその施工に用いる棚施工用
セットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、押入の内部には、中段棚や枕棚が設けられている（例えば、特許文献１、２参照
）。図１０は、押入の中段棚や枕棚の一例を示す概略断面図である。本例の棚１００にお
いて、１０２は前框、１０４は棚板を示す。
【０００３】
　前框１０２は、四角形の板材１０３の上面前後方向中間部に長手方向に沿って係合溝１
０６が設けられているとともに、係合溝１０６の前方に前側突出部１０８、後方に上記前
側突出部１０８よりも高さが低い後側突出部１１０が形成されたものである。また、板材
１０３の前面から下面にかけては化粧紙１１２（図中点線で示す）が貼られている。
【０００４】
　棚板１０４は、四角形の板材１０５の前端部下面に係合凸部１１４、その後方に係合凹
部１１６が形成されたものである。また、板材１０５の上面には化粧紙１１８（図中点線
で示す）が貼られている。
【０００５】
　本例の棚１００を施工する場合、前框１０２および四角棒状の受桟（図示せず）を押入
内に取り付け、棚板１０４の係合凸部１１４を前框１０２の係合溝１０６に挿入し、前框
１０２の後側突出部１１０を棚板１０４の係合凹部１１６に挿入した状態で、棚板１０４
を前框１０２および受桟に固定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実公平７－４１７８３号公報
【特許文献２】特開平７－２８６４３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、図１０に示した棚には、以下のような問題があった。
（１）棚板１０４の係合凸部１１４を前框１０２の係合溝１０６に挿入し、前框１０２の
後側突出部１１０を棚板１０４の係合凹部１１６に挿入した状態で、棚板１０４を前框１
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０２および受桟に固定するものであるため、棚板１０４の配置態様が１種類しかなく、棚
板１０４の配置態様の自由度が無い。
（２）枕棚のように棚板１０４の取り付け位置が目線より高くなる場合は、棚板１０４を
上下反転させて化粧紙１１８が下から見えるように施工することが考えられる。しかし、
図１０の棚は、棚板１０４の係合凸部１１４を前框１０２の係合溝１０６に挿入し、前框
１０２の後側突出部１１０を棚板１０４の係合凹部１１６に挿入する必要があるため、棚
板１０４を上下反転させて施工することができない。
（３）前框１０２に係合溝１０６、前側突出部１０８、後側突出部１１０の加工が必要で
あり、棚板１０４に係合凸部１１４、係合凹部１１６の加工が必要であるため、前框１０
２および棚板１０４の製造コストが高くなる。
（４）前框１０２の前面を化粧紙１１２で化粧加工しているが、化粧紙１１２は強度が低
いため、前框１０２の前面に凹みや傷が付きやすい。
（５）前框１０２の前面を化粧紙１１２で化粧加工しているが、化粧紙１１２は薄いため
、前框１０２の表面から下地（板材１０３の表面）が透けて見えたり、前框１０２の表面
に下地（同前）の凹凸が現れたりすることがある。
（６）上記のように前框１０２の表面から下地が透けて見えたり、前框１０２の表面に下
地の凹凸が現れたりすることがあるため、板材１０３として表面品質の良いものしか使え
ない。
【０００８】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、棚板の配置態様の自由度を有し、ま
た、棚板を上下反転させて施工することができるとともに、前框および棚板のいずれにも
加工を行う必要がなく、したがって前框および棚板の製造コストを下げることができ、し
かも前框の前面に凹みや傷が付いたり、前框の表面から下地が透けて見えたり、前框の表
面に下地の凹凸が現れたりすることのない棚およびその施工に用いる棚施工用セットを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、前記目的を達成するため、
　棚施工用部材と、前框と、棚板とを備えた棚であって、
　前記棚施工用部材は、四角形の垂直板部と、前記垂直板部の下端から後方に突出した下
側水平板部と、前記垂直板部の上下方向中間部から後方に突出した中間水平板部と、前記
垂直板部の上端から後方に突出した上側水平板部とを有し、前記下側水平板部と前記中間
水平板部との間の距離が前記前框の高さとほぼ等しく、前記中間水平板部と前記上側水平
板部との間の距離が前記棚板の厚さとほぼ等しいものであり、
　前記前框は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さとほぼ等しい四角板材からなるものであり、
　前記棚板は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さより短い複数の四角板材からなるものであり、
　前記下側水平板部と前記中間水平板部との間に前記前框が挿入され、前記中間水平板部
と前記上側水平板部との間に前記棚板の複数の四角板材の一部または全部の前端部が挿入
されていることを特徴とする棚を提供する。
【００１０】
　また、本発明は、
　棚施工用部材と、前框と、棚板とを備えた棚施工用セットであって、
　前記棚施工用部材は、四角形の垂直板部と、前記垂直板部の下端から後方に突出した下
側水平板部と、前記垂直板部の上下方向中間部から後方に突出した中間水平板部と、前記
垂直板部の上端から後方に突出した上側水平板部とを有し、前記下側水平板部と前記中間
水平板部との間の距離が前記前框の高さとほぼ等しく、前記中間水平板部と前記上側水平
板部との間の距離が前記棚板の厚さとほぼ等しいものであり、
　前記前框は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
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長さとほぼ等しい四角板材からなるものであり、
　前記棚板は、上面および下面が平面状で、横方向の長さが前記棚施工用部材の横方向の
長さより短い複数の四角板材からなるものであり、
　前記下側水平板部と前記中間水平板部との間に前記前框を挿入し、前記中間水平板部と
前記上側水平板部との間に前記棚板の複数の四角板材の一部または全部の前端部を挿入す
ることを特徴とする棚施工用セットを提供する。
【００１１】
　本発明において、棚板の各四角板材の横方向の長さＡと棚施工用部材の横方向の長さＢ
との比Ａ：Ｂは、Ａ：Ｂ＝１：２～１：１０、より好ましくはＡ：Ｂ＝１：５～１：８の
範囲にあり、かつ、棚板の複数の四角板材の横方向の長さの合計Ｃと棚施工用部材の横方
向の長さＢとの比Ｃ：Ｂは、Ｃ：Ｂ＝１：０．５～１：１．５、より好ましくはＣ：Ｂ＝
１：０．８～１：１．２の範囲にある構成とすることができる。このようにすると、棚板
の配置態様の自由度を大きくすることができる。
【００１２】
　本発明において、棚施工用部材は、下側水平板部の後端に上方に突出した下側係止板が
形成され、垂直板部と下側係止板との間の距離が前框の厚さとほぼ等しく、垂直板部と下
側係止板との間に前框の下端部を挿入するものである構成とすることができる。このよう
にすると、下側水平板部と中間水平板部との間に前框全体を確実に取り付けることができ
る。
【００１３】
　本発明において、棚施工用部材は、中間水平板部の後端に下方に突出した上側係止板が
形成され、垂直板部と上側係止板との間の距離が前框の厚さとほぼ等しく、垂直板部と上
側係止板との間に前框の上端部を挿入するものである構成とすることができる。このよう
にすると、下側水平板部と中間水平板部との間に前框全体を確実に取り付けることができ
る。
【００１４】
　本発明において、棚施工用部材の材質に限定はなく、合成樹脂、金属等の適宜材料で形
成することができるが、前框の前面に凹みや傷が付いたり、前框の表面から下地が透けて
見えたり、前框の表面に下地の凹凸が現れたりすることのない棚を施工する点、および、
棚施工用部材を軽量化する点で、不透明な合成樹脂により形成することが好ましい。この
場合、上記合成樹脂としては、例えば、塩化ビニル樹脂、ＡＢＳ樹脂等を挙げることがで
きる。
【００１５】
　本発明において、前框および棚板の材質としては、例えばムク板、合板、集成材、パー
ティクルボード、ＭＤＦ、ＬＶＬ等が挙げられる。なお、棚板の片面または両面には、必
要に応じ化粧紙を貼ることができる。
【００１６】
　本発明の棚および棚施工用セットは、押入やクロゼットの中段棚、枕棚などの他、室内
に適宜施工される棚にも適用することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の棚および棚施工用セットは、棚板の配置態様の自由度を有するため、複数の態
様で棚板を配置することができ、また、棚板を上下反転させて施工することができるとと
もに、前框および棚板のいずれにも加工を行う必要がなく、したがって前框および棚板の
製造コストを下げることができ、しかも前框の前面に凹みや傷が付いたり、前框の表面か
ら下地が透けて見えたり、前框の表面に下地の凹凸が現れたりすることのない棚を施工す
ることが可能である。
【００１８】
　より詳しくは、本発明の棚施工用部材および棚施工用セットは、下記の作用効果を奏す
る。
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［１］棚板の配置態様の自由度が有るため、後述する実施形態に示すように、種々の態様
で棚板を配置した棚を施工することができる。
［２］棚板の取り付け位置が目線より高くなる場合などにおいて、棚板の上面のみに化粧
紙が貼られているときに、棚板を上下反転させて化粧紙が下から見えるように施工するこ
とができる。これは、棚板が上面および下面が平面状の四角板材からなり、図１０に示し
た従来例のように、棚板および前框の加工部分同士を係合させる必要がないためである。
［３］前框および棚板として、上面および下面が平面状の四角板材からなるものを使用す
ることができ、前框および棚板の両方に加工が不要であるため、前框および棚板の製造コ
ストを安くすることができる。
［４］前框の前面を合成樹脂からなる棚施工用部材の垂直板部で覆っているため、前框の
前面に凹みや傷が付きにくい。
［５］前框の前面を不透明の合成樹脂からなる棚施工用部材の垂直板部で覆っているため
、棚施工用部材の表面から下地が透けて見えたり、棚施工用部材の表面に下地の凹凸が現
れたりすることがない。
［６］上記のように棚施工用部材の表面から下地が透けて見えたり、棚施工用部材の表面
に下地の凹凸が現れたりすることがないため、前框として表面品質の悪いものも使用する
ことができる。
［７］予め棚施工用部材を取り付けた前框を押入内に固定したり、前框を押入内に固定し
てから前框に棚施工用部材を取り付けたりすることができるなど、棚の施工方法の自由度
が増加する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に用いる棚施工用部材の第１実施形態を示す側面図である。
【図２】図１の棚施工用部材を用いて施工した本発明の棚を示す概略斜視図である。
【図３】本発明に用いる棚施工用部材の第２実施形態を示す側面図である。
【図４】図３の棚施工用部材を用いて施工した本発明の棚を示す概略斜視図である。
【図５】図３の棚施工用部材を用いた本発明の棚の施工手順の一例を示す説明図である。
【図６】本発明の棚の第１実施形態を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）図ｂ
－ｂ線に沿った断面図である。
【図７】本発明の棚の第２実施形態を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）図ｂ
－ｂ線に沿った断面図である。
【図８】本発明の棚の第３実施形態を示す模式的正面図である。
【図９】本発明の棚の第４実施形態を示す模式的正面図である。
【図１０】従来の押入の棚の一例を示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明に用いる棚施工用部材の実施形態および本発明に係る棚の実施形態を、こ
の順で図面を参照して説明する。
【００２１】
　（棚施工用部材の第1実施形態）
　図１は、本発明に用いる棚施工用部材の第1実施形態を示す側面図、図２は、図１の棚
施工用部材を用いて施工した本発明の棚を示す概略斜視図である。本例の棚施工用部材１
０は、適宜色彩が施された不透明な合成樹脂により一体成形されたものである。
【００２２】
　本例の棚施工用部材１０において、１２は長尺長方形の垂直板部、１４は垂直板部１２
の下端から後方に突出した長尺長方形の下側水平板部、１６は垂直板部１２の上下方向中
間部から後方に突出した長尺長方形の中間水平板部、１８は垂直板部１２の上端から後方
に突出した長尺長方形の上側水平板部を示す。下側水平板部１４と中間水平板部１６との
間の距離は前框２４の高さとほぼ等しく、中間水平板部１６と上側水平板部１８との間の
距離は棚板２６の各四角板材２５の厚さとほぼ等しい。
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【００２３】
　また、下側水平板部１４の後端には、上方に突出した長尺長方形の下側係止板２０が形
成されているとともに、中間水平板部１６の後端には、下方に突出した長尺長方形の上側
係止板２２が形成されている。垂直板部１２と下側係止板２０との間の距離、および、垂
直板部１２と上側係止板２２との間の距離は、いずれも前框２４の厚さとほぼ等しい。
【００２４】
　本例の棚施工用部材１０を用いて、押入やクロゼットの中段棚、枕棚等の棚を施工する
場合、図２に示すように、本例の棚施工用部材１０と、上面および下面が平面状の四角板
材からなる前框２４と、上面および下面が平面状の複数の四角板材２５からなる棚板２６
とを組み合わせる。なお、図２では、図示の便宜上、２枚の四角板材２５を示しているが
、四角板材２５の枚数に限定はない。また、棚板２６の四角板材２５の上面には化粧紙（
図示せず）が貼られている。
【００２５】
　そして、棚を施工するに当たり、下側水平板部１４と中間水平板部１６との間に前框２
４全体を挿入し、中間水平板部１６と上側水平板部１８との間に棚板２６の各四角板材２
５の前端部を挿入する。また、垂直板部１２と下側係止板２０との間に前框２４の下端部
を挿入し、垂直板部１２と上側係止板２２との間に前框２４の上端部を挿入する。
【００２６】
　この場合、例えば下記（ア）～（エ）の手順で棚を施工することができるが、棚の施工
手順はこれらに限定されるものではない。
（ア）予め棚施工用部材１０を取り付けた前框２４および後受桟を押入内に固定し、次い
で前框２４および後受桟に棚板２６の各四角板材２５を固定した後、横受桟を押入内に固
定する。
（イ）予め棚施工用部材１０を取り付けた前框２４、後受桟および横受桟を押入内に固定
した後、前框２４、後受桟および横受桟に棚板２６の各四角板材２５を固定する。
（ウ）前框２４および後受桟を押入内に固定し、次いで前框２４に棚施工用部材１０を取
り付けた後、前框２４および後受桟に棚板２６の各四角板材２５を固定し、さらに横受桟
を押入内に固定する。
（エ）前框２４、後受桟および横受桟を押入内に固定し、次いで前框２４に棚施工用部材
１０を取り付けた後、前框２４、後受桟および横受桟に棚板２６の各四角板材２５を固定
する。
【００２７】
　なお、（ウ）、（エ）のように前框２４を押入内に固定してから前框２４に棚施工用部
材１０を取り付ける場合、棚施工用部材１０の後端部を開いて前框２４に棚施工用部材１
０を押し込む。また、前框２４と横受桟との間に上側係止板２２が介在することを防止す
るために、上側係止板２２の横受桟の端面に対向する部分を予め切除してもよい。
【００２８】
　本例の棚施工用部材１０の寸法に限定はなく、前框および棚板の寸法に応じて適宜設定
することができるが、通常、垂直板部１２の長さ（押入・クロゼットの間口に相当）は８
００～３０００ｍｍ、下側水平板部１４と中間水平板部１６との間の距離（前框の高さに
相当）は４０～８０ｍｍ、中間水平板部１６と上側水平板部１８との間の距離（棚板の厚
さに相当）は５～２０ｍｍ、垂直板部１２と下側係止板２０との間の距離（前框の厚さに
相当）は２０～３０ｍｍ、垂直板部１２と上側係止板２２との間の距離（前框の厚さに相
当）は２０～３０ｍｍとすることが適当である。
【００２９】
　本実施形態の棚施工用部材１０は、下記の作用効果を奏する。
［１］前框２４および棚板２６として、上面および下面が平面状の四角板材からなるもの
を使用することができ、前框２４および棚板２６の両方に加工が不要であるため、前框２
４および棚板２６の製造コストを安くすることができる。
［２］前框２４の前面を合成樹脂からなる棚施工用部材１０で覆っているため、前框２４
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の前面に凹みや傷が付きにくい。
［３］前框２４の前面を不透明の合成樹脂からなる棚施工用部材１０で覆っているため、
棚施工用部材１０の表面から下地（前框２４の表面）が透けて見えたり、棚施工用部材１
０の表面に下地（同前）の凹凸が現れたりすることがない。
［４］上記のように棚施工用部材１０の表面から下地が透けて見えたり、棚施工用部材１
０の表面に下地の凹凸が現れたりすることがないため、前框２４として表面品質が悪いも
のも使用することができる。
［５］枕棚のように棚板２６の取り付け位置が目線より高くなる場合などにおいて、棚板
２６の四角板材２５の上面のみに化粧紙が貼られているときに、棚板２６の四角板材２５
を上下反転させて化粧紙が下から見えるように施工することができる。これは、棚板２６
が上面および下面が平面状の複数の四角板材２５からなり、図１０に示した従来例のよう
に、棚板および前框の加工部分同士を係合させる必要がないためである。
［６］予め棚施工用部材１０を取り付けた前框２４を押入内に固定したり、前框２４を押
入内に固定してから前框２４に棚施工用部材１０を取り付けたりすることができるなど、
棚の施工方法の自由度が増加する。
【００３０】
　（棚施工用部材の第２実施形態）
　図３は、本発明に用いる棚施工用部材の第２実施形態を示す側面図、図４は、図３の棚
施工用部材を用いて施工した本発明の棚を示す概略斜視図である。本例の棚施工用部材４
０は、第１実施形態の棚施工用部材１０において、上側係止板２２を形成していないもの
である。その他の構成は第１実施形態の棚施工用部材１０と同様であるため、図３におい
て図１と同一構成の部分には、同一の参照符号を付してその説明を省略する。
【００３１】
　本例の棚施工用部材４０を用いて棚を施工するに当たっては、図４に示すように、下側
水平板部１４と中間水平板部１６との間に前框２４全体を挿入し、中間水平板部１６と上
側水平板部１８との間に棚板２６の各四角板材２５の前端部を挿入する。また、垂直板部
１２と下側係止板２０との間に前框２４の下端部を挿入する。なお、図４において符号２
８は横受桟を示す。
【００３２】
　本例の棚施工用部材４０を用いて、押入やクロゼットの中段棚、枕棚等の棚を施工する
場合、前述した（ア）～（エ）の手順で棚を施工することができるが、第１実施形態と同
様に、棚の施工手順はこれらに限定されるものではない。
【００３３】
　また、前述した手順（エ）、すなわち、前框２４、後受桟および横受桟２８を押入内に
固定し、次いで前框２４に棚施工用部材４０を取り付けた後、前框２４、後受桟および横
受桟に棚板２６の四角板材２５を固定する手順を採用した場合、上側係止板２２がないた
め、図５に示すように、棚板２６の四角板材２５に取り付けた棚施工用部材４０を斜め前
方から滑らすようにして前框２４に取り付けることができ、棚施工用部材４０の前框２４
への取り付け作業が容易である。また、棚施工用部材４０の表面から下地が透けて見える
ことがないため、前框２４を横受桟２８にビス３０を用いて固定することができ、前框２
４の固定作業が容易である。
【００３４】
　なお、本発明に用いる棚施工用部材の形状・構造は、前述した実施形態に限定されるも
のではなく、必要に応じて種々の変更が可能である。例えば、下側係止板２０および上側
係止板２２をいずれも形成しなくてもよく、上側係止板２２のみを形成してもよい。また
、下側水平板部１４、中間水平板部１６、上側水平板部１８、下側係止板２０および上側
係止板２２の形状は長尺長方形に限定されるものではなく、他の適宜形状とすることがで
きる。
【００３５】
　（棚の第1実施形態）
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　図６は、本発明の棚の第１実施形態を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）図
のｂ－ｂ線に沿った断面図である。
【００３６】
　本例の棚５０は、図１、図２に示した棚施工用部材１０と、前框２４と、棚板２６とを
備えた棚である。図６において、図１、図２と同一構成の部分には、同一の参照符号を付
してその説明を省略する。なお、図６では、棚施工用部材１０の下側係止板および上側係
止板の図示を省略してある。また、図６において、５２は後受桟、５４は横受桟を示す。
【００３７】
　本例の棚５０において、棚板２６は、６枚の四角板材２５からなる。具体的には、棚板
２６の各四角板材２５の横方向の長さＡは約３００ｍｍ、横方向の長さの合計Ｃ（図示な
し）は約１８００ｍｍ、前後方向の長さは約９００ｍｍ、厚さは約１５ｍｍである。また
、棚施工用部材１０の横方向の長さＢは約２０００ｍｍである。したがって、Ａ：Ｂ＝１
：２～１：１０の範囲にあり、Ｃ：Ｂ＝１：０．５～１：１．５の範囲にある。
【００３８】
　本例では、四角板材２５を棚施工用部材１０の横方向においてほぼ均等に配置して棚板
２６を構成している。ただし、所定の四角板材２５間の４箇所に幅（横方向の長さ）が約
４５ｍｍの隙間５６を設けることにより、棚板２６の通気性を良くしている。
【００３９】
　本例において、棚板２６の各四角板材２５は、棚施工用部材１０に接着剤等で固定して
もよく、接着剤等で固定せずに、棚施工用部材１０に沿って移動させたり、棚施工用部材
１０から取り外したりすることができるようにしてもよい。
【００４０】
　（棚の第２実施形態）
　図７は、本発明の棚の第２実施形態を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）図
ｂ－ｂ線に沿った断面図である。
【００４１】
　本例の棚６０は、本例の棚５０は、前述した本発明の棚の第１実施形態と同じ棚施工用
部材１０、前框２４および棚板２６を備えた棚であり、第１実施形態とは異なる態様で棚
板２６を配置したものである。
【００４２】
　本例では、棚施工用部材１０の横方向の長さの半分の部分に四角板材２５を２枚重ねて
配置して棚板２６を形成することにより、棚板２６に重量物を載せることができるように
してある。また、棚施工用部材１０の横方向の長さのもう一方の半分の部分に四角板材２
５を配置していない吹き抜け部５８を設けることにより、この吹き抜け部５８を利用して
長物を収納できるようにしてある。さらに、所定の四角板材２５間の２箇所に幅が約４５
ｍｍの隙間５６を設けることにより、棚板２６の通気性を良くしている。なお、重ねた２
枚の四角板材２５は、接着剤等で互いに固定してもよく、互いに固定しなくてもよい。
【００４３】
　（棚の第３実施形態）
　図８は、本発明の棚の第３実施形態を示す模式的正面図である。図８において、７０は
中段棚、７２は枕棚、７４はハンガーパイプを示す。上記中段棚７０および枕棚７２は、
いずれも、前述した本発明の棚の第１実施形態と同じ棚施工用部材１０、前框２４および
棚板２６を備えた棚であり、第１実施形態とは異なる態様で棚板２６を配置したものであ
る。ただし、枕棚７２の前後方向の長さは約６００ｍｍである。
【００４４】
　本例では、中段棚７０の一部に棚板２６を形成し、この棚板２６に物品７６を載せるこ
とができるようにしてある。また、中段棚７０の一部に棚板２６を配置していない吹き抜
け部５８を設けることにより、この吹き抜け部５８を利用してハンガーパイプ７４にロン
グコート７８等の長物を吊すことができるようにしてある。
【００４５】
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　また、図示していないが、中段棚７０および枕棚７２では、棚板２６に前記実施形態と
同様の隙間を設けることにより、棚板２６の通気性を良くしている。
【００４６】
　（棚の第４実施形態）
　図９は、本発明の棚の第４実施形態を示す模式的正面図である。図９において、７０は
中段棚、７２は枕棚を示す。上記中段棚７０および枕棚７２は、いずれも、前述した本発
明の棚の第１実施形態と同じ棚施工用部材１０、前框２４および棚板２６を備えた棚であ
り、第１実施形態とは異なる態様で棚板２６を配置したものである。ただし、枕棚７２の
前後方向の長さは約６００ｍｍである。
【００４７】
　本例では、中段棚７０の一部に棚板２６を形成し、この棚板２６に物品７６を載せるこ
とができるようにしてある。また、中段棚７０の一部に棚板２６を配置していない吹き抜
け部５８を設けることにより、この吹き抜け部５８を利用して長物８０を収納できるよう
にしてある。さらに、枕棚７２の一部に棚板２６を配置していない吹き抜け部５８を設け
ることにより、この吹き抜け部５８を利用して中段棚７０に長物８０を載置できるように
してある。
【００４８】
　また、図示していないが、本例の中段棚７０および枕棚７２では、棚板２６に前記実施
形態と同様の隙間を設けることにより、棚板２６の通気性を良くしている。
【００４９】
　上述した本例の棚５０、棚６０、中段棚７０および枕棚７２は、いずれも、棚板２６の
配置態様の自由度を有するものである。なお、本発明の棚における棚板の配置態様は、前
述した実施形態に限定されるものではなく、その他の種々の態様で棚板を配置することが
できる。
【符号の説明】
【００５０】
１０　棚施工用部材
１２　垂直板部
１４　下側水平板部
１６　中間水平板部
１８　上側水平板部
２０　下側係止板
２２　上側係止板
２４　前框
２５　四角板材
２６　棚板
５０　棚
６０　棚
７０　中段棚
７２　枕棚
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【図７】 【図８】



(13) JP 2014-88739 A 2014.5.15

【図９】 【図１０】



(14) JP 2014-88739 A 2014.5.15

フロントページの続き

(72)発明者  丸山　宏
            香川県高松市松福町１丁目１５番１０号　南海プライウッド株式会社内


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

